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試料、実験方法、利用の結果得られた主なデータ、考察、結論等を、記述して下さい。（適宜、図表添付のこと） 

Please report your samples, experimental method and results, discussion and conclusions.  Please add figures and 
tables for better explanation. 
1. 試料 Name of sample(s) and chemical formula, or compositions including physical form. 

(1) 酸化スズ（SnO2） 

(2) 1mol%アンチモンドープ酸化スズ（(1mol%)Sb-SnO2） 

(3) 1mol%セリウムドープ酸化スズ（(1mol%)Ce-SnO2） 

 

2. 実験方法及び結果 （実験がうまくいかなかった場合、その理由を記述してください。） 

Experimental method and results.  If you failed to conduct experiment as planned, please describe reasons. 

３組成の酸化スズ系試料について、高能率汎用中性子回折装置（iMATERIA）（BL20）で粉末回折実験を行

った。測定は、バナジウムセルにそれぞれの粉末試料を入れ、室温で行った。得られた粉末回折データをリー

トベルト法（コンピュータプログラムZ-Code）により解析した。解析に際して、酸化スズ系試料の結晶系（空間

群）は正方晶系（P42/mnm （NO. 136））であり、ドーパントのセリウム、アンチモンは、スズの占有サイト（2aサ

イト）に置換固溶すると仮定した。 

図１に代表的な試料であるSnO2の解析図形を示した。また、表１に測定した全試料のリートベルト解析結

果をまとめた。酸化スズに 1mol％のセリウムをドープした場合は格子定数が大きくなるが、同量のアンチモン

をドープした場合はわずかに大きくなる程度である、という違いが認められた。また、同じ調製方法にも関わら

ず、セリウムドープの場合は結晶性に大きく影響しているが、アンチモンドープの場合は結晶性への影響が小

さいことがわかった。このことから、ドープしたセリウムには酸化スズ結晶の結晶粒成長を大きく阻害する働き

があると考えられる。なお、これらの実験結果は他の手法による結果[1-5]と一致し、今後予定しているさらに

詳細な解析の結果とともに相互補完を行う予定である。 
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2. 実験方法及び結果（つづき） Experimental method and results (continued) 

アンチモンは酸化スズの結晶性への影響が小さいものの、酸化スズの導電性へ大きく影響があることがわ

かっている。今後は、酸化スズへセリウムおよびアンチモンが同時にドープされた場合の、それぞれのドーパ

ントの挙動について詳細な検討を行う予定である。 

 

図１ SnO2のリートベルト解析により得られたリートベルト解析図形 

 

表１ リートベルト解析結果 
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No Sample Rwp Re a b c 

1 SnO2 5.20 1.98 4.73915(3) 4.73915(3) 3.18706(2) 

2 (1mol%)Ce-SnO2 7.06 1.82 4.74866(4) 4.74866(4) 3.19144(4) 

3 (1mol%)Sb-SnO2 4.97 1.73 4.73971(3) 4.73971(3) 3.18774(2) 
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